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［建物
たてもの

・公共
こうきょう

交通
こうつう

］ 

 内
ない

     容
よう

 改
かい

 善
ぜん

 方
ほう

 策
さく

 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

 

１  居酒屋
いざかや

などで、 車
くるま

イス
いす

でも 入
はい

れるバリアフリー
ばりあふりー

の 店
みせ

は

圧 倒 的
あっとうてき

に少
すく
ない。 

  

２  タクシー
たくしー

乗
の
り場
ば
や道
みち
でタクシー
たくしー

に乗
の
ろうとしたところ、車椅子

くるまいす
とわ

かれば 乗
じょう

車
しゃ

拒否
きょひ

される。 

 肢体
したい

（支援者
しえんしゃ

） 

３  知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

がバス
ばす

に 乗 車 中
じょうしゃちゅう

、 大 声
おおごえ

を出
だ
した 際

さい
、

運 転 手
うんてんしゅ

が「もう２度
ど
と乗
の
るな！」「次

つぎ
からは親

おや
と来
こ
い」などと怒鳴

どな

りつけた。 

 交 通
こうつう

機関
きかん

各 社
かくしゃ

のバリアフリー
ばりあふりー

や 職 員
しょくいん

指導
しどう

への 取
とり

組
くみ

を 行 政
ぎょうせい

が 監 督
かんとく

。 苦 情
くじょう

窓 口
まどぐち

や第 三 者
だいさんしゃ

委員会
いいんかい

を設置
せっち

。悪
わる
い事
じ
例
れい

を公
こう

開
かい
。 

知的
ちてき

 

４ 駅 員
えきいん

が 車
くるま

いすの 人
ひと

がうなずくなどして 答
こた

えていても、

介 助 者
かいじょしゃ

に向
む
かって話

はな
しかける。 

  

５  聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

は電 車
でんしゃ

の車
しゃ

内
ない

放
ほう

送
そう
が聞
き
こえず、降

お
りたい

駅
えき

がわからない。たまにドア
どあ

の上
うえ

に細
ほそ

長
なが

い液
えき

晶
しょう

掲
けい

示
じ
板
ばん

が付
つ

いているが、もっと各
かく
ドア
どあ

の上
うえ
につけてほしい。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

６  車
くるま

イス
いす

に乗
の
った方

かた
が公 園
こうえん

に遊
あそ

びに行
い
った際

さい
、道
みち
が砂利
じゃり

道
みち

だったため、 車
くるま

イス
いす

が通
とお
りにくく転

てん
倒
とう
した。 

 公 園
こうえん

はみんなの場所
ばしょ

なので、 少
すこ

しでも

スロープ
すろーぷ

を作
つく
る。 

肢体
したい

（支援者
しえんしゃ

） 

７  コンビニ
こんびに

はたくさんあるが、自動
じどう

ドア
どあ

のある店
みせ
、段差
だんさ

のない店
みせ

、  肢体
したい
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身 障
しんしょう

者
しゃ

用
よう
のトイレ
といれ

のある店
みせ
はまだまだ 十 分

じゅうぶん
にない。 

８  行
い
きたい店

みせ
や娯楽
ごらく

施設
しせつ

に階 段
かいだん

があるため入
はい

ることができない

建 物
たてもの

が多
おお
すぎる。 

 肢体
したい

 

９  エレベーター
えれべーたー

が狭
せま
く、 車

くるま
いすがつっかえて 扉

とびら
が閉
し
まらない。   

10  障 害 者
しょうがいしゃ

マーク
まーく

が無
な
い時
とき
のトイレ
といれ

の出入
でいり

。   

11  エレベーター
えれべーたー

がないので、 車
くるま

いすでいけない。トイレ
といれ

も奥
おく

にある

ので使
つか
いにくい。音

おと
が漏
も
れるのでいやだ！ 

  

12 お寺
でら
に段差
だんさ

があって、ふすま絵
え
が見
み
られない。   

13 公 共
こうきょう

の会議
かいぎ

などを 行
おこな

う施設
しせつ

に磁気
じき

ループ
るーぷ

や 情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

支援
しえん

機器
きき

の設置
せっち

が無
な
く、 難 聴

なんちょう
者
しゃ

は活 用
かつよう

できない。 

 公 民 館
こうみんかん

、老 人
ろうじん

ホーム
ほーむ

などに、磁気
じき

ループ
るーぷ

や

要 約
ようやく

筆記用
ひっきよう

の機材
きざい

を設置
せっち

して欲
ほ
しい。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

14  車
くるま

いすトイレ
といれ

にカギ
かぎ

がしまっている。   

15  入
はい

りたい店
みせ
があっても階 段

かいだん
があって入

はい
れない。   

16  ユニバーサル
ゆにばーさる

トイレ
といれ

と言
い
っているわりに誰

だれ
でも使

つか
えるトイレ

といれ
が１つ

しかなかったり、場所
ばしょ

が限
かぎ
られている。最 近

さいきん
はトイレ
といれ

に困
こま
る。 

  

17 車
くるま

いすトイレ
といれ

がせまくて利用
りよう

できないことがある。   

18  大 学
だいがく

の中
なか
に 車
くるま

いす用
よう
トイレ
といれ

があるが、手
て
すりが固定

こてい
されてい

て、すごく使
つか
いにくい。 
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19  もっと海 外
かいがい

のように、トイレ
といれ

や施設
しせつ

など、使
つか
いやすいものを整備

せいび

するべき。 

  

20  公 園
こうえん

の 車
くるま

いすトイレ
といれ

に鍵
かぎ
がかかっていて、管理

かんり
会 社
がいしゃ

に電話
でんわ

をして 何 十 分
なんじゅっぷん

も待
ま
たないと開

あ
けてもらえなかった。 

  

21  エレベーター
えれべーたー

がせまくて入
はい
れないことがある。   

22  雑 居
ざっきょ

ビル
びる

で、エレベータ
えれべーた

は 車
くるま

イス
いす

対 応
たいおう

だが、エレベータ
えれべーた

に行
い
く

までのドア
どあ

が自動
じどう

ではなく、閉
し
められたままとなっていた。 

  

23  ファミレス
ふぁみれす

とか、２階
かい
に入 口
いりぐち

があることが多
おお
い。入 口

いりぐち
が入
はい
れ

ても、中
なか
に入
はい
ってから階 段

かいだん
があるという店

みせ
もある。 

  

24  レストラン
れすとらん

の２階
かい

が食 事
しょくじ

スペース
すぺーす

でエレベーター
えれべーたー

がないため、

車
くるま

イス
いす

利用者
りようしゃ

は上
あ
がれない。 

  

25  段差
だんさ

があるお店
みせ
には 入

にゅう
店
てん

不可能
ふかのう

。お店
みせ

自体
じたい

も 車
くるま

イス
いす

の幅
はば

より狭
せま
かったり、Ｕターン

ゆーたーん
出来
でき

ない 形
かたち

では、 入 店
にゅうてん

不可
ふか

。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

）  

26 バリアフリー
ばりあふりー

になっていない 公 共
こうきょう

施設
しせつ

が多
おお
く、我 々

われわれ
当事者
とうじしゃ

が利用
りよう

出来
でき

やすい 環 境
かんきょう

の整備
せいび

。 

 肢体
したい

 

27 投 票
とうひょう

の時
とき
に 投 票 所
とうひょうじょ

に段差
だんさ

があって不愉快
ふゆかい

な思
おも
いをした。   

28  バス
ばす

に乗
の
ろうとしたとき、階 段

かいだん
のバス
ばす

で、 車
くるま

いすだったので、乗
の

れなかった。 

どの時間帯
じかんたい

でも、電話
でんわ

せずノンステップ
のんすてっぷ

バス
ばす

に乗
の
れたらいい。 

肢体
したい

 

精 神
せいしん
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29  精 神
せいしん

は電 車
でんしゃ

の割 引
わりびき

はない。  精 神
せいしん

 

30 電 車
でんしゃ

は精 神
せいしん

障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする割 引
わりびき

がない。うつの時
とき
など

しんどいのになぜか？ 

 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

31  単 独
たんどく

での 乗 車
じょうしゃ

の場合
ばあい

、電 車
でんしゃ

の 乗 車
じょうしゃ

が101キロ
きろ

以 上
いじょう

で

ないと割 引
わりびき

にならない。 

  

32 交 通
こうつう

運 賃
うんちん

について、精 神
せいしん

障 碍 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

では割 引
わりびき

制度
せいど

は

利用
りよう

できないことが多
おお
い。 

 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

33  電 車
でんしゃ

でのこと、行
い
き先
さき
などの 情 報

じょうほう
が電 光
でんこう

掲示
けいじ

など視覚的
しかくてき

に保 障
ほしょう

されていない場合
ばあい

があり、気
き
づくと 終 着

しゅうちゃく
駅
えき
であった。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

34  バス
ばす

に 乗 車
じょうしゃ

した際
さい

、 障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

が有 効
ゆうこう

かどうか分
わ
か

っていない運 転 手
うんてんしゅ

が多
おお
いと感

かん
じる。 

 バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

全 員
ぜんいん

に 障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

の 効 力
こうりょく

について、詳
くわ
しく指導

しどう
。 

視覚
しかく

（支援者
しえんしゃ

） 

35 駅
えき

ホーム
ほーむ

のエレベーター
えれべーたー

は、移動
いどう

が少
すく
なくすむよう、同

おな
じ場所
ばしょ

を

希望
きぼう

。エレベーター
えれべーたー

に一 般
いっぱん

の方
かた
が先
さき
に乗
の
り、車椅子

くるまいす
やベビーカー
べびーかー

の方 々
かたがた

が待
ま
たされる。 

 肢体
したい

 

36 バス
ばす

に乗
の
っていて 障

しょう
害
がい

者
しゃ
手
て
帳

ちょう
を見
み
せると嫌

いや
な顔
かお
をされた  精 神

せいしん
（支援者
しえんしゃ

） 

37  タクシー
たくしー

に 乗 車
じょうしゃ

した際
さい

に運 転 手
うんてんしゅ

にイヤ
いや

な顔
かお

をされ、窓
まど

を

あけられたり、「臭
にお
いがする!!」「シーツ

しーつ
汚
よご
さんといてや」と言

い
われた。 

 タクシー
たくしー

待
ま
ちで 順 番

じゅんばん
がきたのに、乗

の
る前
まえ
に発 車
はっしゃ

された。 

 肢体
したい
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38  車
くるま

いす使用者
しようしゃ

に対
たい
するバス

ばす
の 乗 車
じょうしゃ

拒否
きょひ

がある。乗 車
じょうしゃ

の

際
さい

に介 助
かいじょ

を 行
おこな

わない、バス
ばす

停
てい
で 車
くるま

いす使用者
しようしゃ

が待
ま
っていて

も停 車
ていしゃ

しないなど。 

 交 通
こうつう

機関
きかん

各 社
かくしゃ

のバリアフリー
ばりあふりー

や 職 員
しょくいん

指導
しどう

への 取 組
とりくみ

を 行 政
ぎょうせい

が 監 督
かんとく

。苦
く

情
じょう

窓
まど

口
ぐち

や第
だい

三
さん

者
しゃ

委
い
員
いん

会
かい

を設
せっ

置
ち
。悪
わる

い事
じ

例
れい
を公
こう

開
かい
。 

肢体
したい

 

39  バス
ばす

に乗
の
ろうとしたとき、運 転 手

うんてんしゅ
があからさまに嫌

いや
な顔
かお
をした。  肢体

したい
（支援者
しえんしゃ

） 

40  無人
むじん

駅
えき
の改 札
かいさつ

口
ぐち
、呼
よ
び出
だ
しベル
べる

があるが 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

は

使
つか

えない。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

41  ○○駅
えき
の到
とう

着
ちゃく

ホーム
ほーむ

で、 車
くるま

いすの人
ひと

、高 齢 者
こうれいしゃ

・視覚
しかく

に

障 害
しょうがい

のある人
ひと

達
たち
が困
こま
っている。 

 視覚
しかく

 

42  ○○線
せん

で１１号 車
ごうしゃ

の 所
ところ

しか座
すわ

れない。ドア
どあ

が狭
せま

い。 車
くるま

い

すだと通
とお
れない。 

  

43  タクシー
たくしー

の 乗 車
じょうしゃ

拒否
きょひ

。盲 導 犬
もうどうけん

など特
とく
に。  視覚

しかく
 

44  バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

がスロープ
すろーぷ

の場所
ばしょ

を知
し
らないし、車

くるま
いすを止

と
める

ベル
べる

ト
と
をしない。 研 修

けんしゅう
がされていない。 

  

45  駅
えき

のトイレ
といれ

が少
すこ
し狭
せま
い。   

46  エレベーター
えれべーたー

が一 枚 板
いちまいいた

になる昇 降 機
しょうこうき

のため電 車
でんしゃ

に乗
の
り遅
おく

れた。 
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47  電
でん

動
どう

車
くるま

いすに乗
の
っているのに、駅

えき
員
いん
に手
て
帳

ちょう
を見
み
せろと言

い
わ

れる。 

 肢体
したい

 

48 車
くるま

イス
いす

介 助
かいじょ

をして○○線
せん

に乗
の
ろうとした時

とき
、ホーム
ほーむ

に出
で
るまで

に、相
そう

当
とう

遠
とお

回
まわ
りをする裏 道

うらみち
を案 内
あんない

され、エレベーター
えれべーたー

も荷物
にもつ

を運 搬
うんぱん

するような仕様
しよう

だった。 

  

49  行
い
きは 車

くるま
いす 車 輌

しゃりょう
があった。帰

かえ
りの車 内

しゃない
は 車
くるま

イス
いす

さえ

通
とお

れず、お 客
きゃく

さんが降
お
りるたびにホーム

ほーむ
に降
お
ろされた。 

  

50  昔
むかし

、バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

に乗
の
せてもらえなかった。   

51  バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

にサポート
さぽーと

お願
ねが
いしたが拒否

きょひ
された。   

52  バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

さんが、停
と
まる 停 留 所

ていりゅうじょ
とアナウンス
あなうんす

放 送
ほうそう

が、

違
ちが

っていたので、大
おお
きな声

こえ
で間違
まちが

っていると言
い
ったらしかられた。 

  

53 エレベーター
えれべーたー

の設置
せっち

されていない駅
えき

がまだある。   

54  地下鉄
ちかてつ

など 公 共
こうきょう

交 通
こうつう

機関
きかん

ではいちいちどこまで行
い
くのかなど、

余計
よけい

なことを言
い
わないといけない。 

  

55  電 車
でんしゃ

で駅 員
えきいん

に板
いた
をお願

ねが
いしたら、つきそいの人

ひと
でいけるだろ

うと言
い
われた。 

  

56  バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

がスロープ
すろーぷ

をだすのをめんどくさそうにする。   

57  ○○駅
えき
は 車
くるま

イス
いす

でホーム
ほーむ

にいけない。    
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58  鉄 道
てつどう

等
とう
の待 合 室
まちあいしつ

は、 車
くるま

イス
いす

では使用
しよう

できない。 

駅
えき

のホーム
ほーむ

のエレベーター
えれべーたー

が故 障
こしょう

して 修 理 中
しゅうりちゅう

。別
べつ

のホーム
ほーむ

に着
つ
く電 車
でんしゃ

を待
ま
った。自走式

じそうしき
の 車
くるま

イス
いす

なら、駅
えき

係 員
かかりいん

総出
そうで

で

持
も
ち上
あ
げてもらうが、 電 動 車

でんどうくるま
イス
いす

ではそうはいかない。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

59 車
くるま

イス
いす

席
せき

の指
し
定
てい

券
けん

を 購
こう

入
にゅう

したが、 電 動 車
でんどうくるま

イス
いす

で

乗 車
じょうしゃ

したとき、一人
ひとり

の 客
きゃく

に、『こんな狭
せま
い通
つう
路
ろ
に、車

くるま
イス
いす

で

ジャマ
じゃま

、迷
めい

惑
わく
だ』と言

い
われた。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

60  高 速
こうそく

道路
どうろ

の 障
しょう

がい者
しゃ

割 引
わりびき

について、それぞれの 障
しょう

がいにあ

った 形
かたち

で制 限
せいげん

・拡 大
かくだい

すべき。等 級
とうきゅう

判 定
はんてい

ではなく、現
げん

状
じょう

の生
せい

活
かつ

状
じょう

態
たい
から判

はん
断
だん
すべき。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

61 高 速
こうそく

バス
ばす

は 車
くるま

イス
いす

に乗
の
ったままで 乗

じょう
車
しゃ
出
で
来
き
ない。 

路 上
ろじょう

駐 車
ちゅうしゃ

・路 上
ろじょう

駐 輪
ちゅうりん

・歩道
ほどう

を占 拠
せんきょ

している看 板
かんばん

・

道
みち

を塞
ふさ
ぐように歩

ある
いたり、立

た
ち 話
ばなし

をしている人 々
ひとびと

。歩道
ほどう

を猛
もう

スピード
すぴーど

で走
はし
り去
さ
る自
じ
転
てん

車
しゃ
。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

62 駅
えき

で 乗 車
じょうしゃ

する前
まえ
に「 車

くるま
いすの方

かた
は後
あと
です」と言

い
われ差別

さべつ

を受
う
けた。バス

ばす
で「 車

くるま
いすで 乗 車

じょうしゃ
されると他

ほか
の 客
きゃく

にご迷 惑
めいわく

になるので、 乗 車
じょうしゃ

しないで下
くだ
さい」と 断

ことわ
られた。 
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63  電 車
でんしゃ

を乗
の
り換
か
えるときに、荷物

にもつ
扱

あつか
いされた。 

 バス
ばす

に 乗 車
じょうしゃ

するとき、運 転 手
うんてんしゅ

に 乗 車
じょうしゃ

意思
いし

を伝
つた
えたのに、

無視
むし

され拒否
きょひ

された。 

 タクシー
たくしー

に 乗 車
じょうしゃ

をお願
ねが
いすると「シート

しーと
が汚
よご
れ 商 売
しょうばい

になら

ない」と 断
ことわ

られた。 

 肢体
したい

 

64 タクシー
たくしー

に乗
の
ったとき、 行 政

ぎょうせい
が違
ちが
うので、１割

わり
してもらうのに

すごくいやだった。 

 バス
ばす

に乗
の
ろうとしたとき、階 段

かいだん
のバス
ばす

で、 車
くるま

いすだったので、乗
の

れなかった。バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

で、あいそうの悪
わる
い人
ひと
がいた。  

 普通
ふつう

に対 応
たいおう

してほしい。 

 どの時間帯
じかんたい

でも、電話
でんわ

せずノ
の
ン
ん
ス
す
テ
て
ッ
っ
プ
ぷ
バ
ば
ス
す

に乗
の
れたらいい。 

肢体
したい

 

精 神
せいしん

 

65 タクシー
たくしー

運 転 手
うんてんしゅ

に「 私
わたし

は聞
き
こえない。紙

かみ
に書
か
いてください」

と頼
たの

んでも聞
き
いてくれない。前

まえ
ミラー
み ら ー

を見
み
ながらしゃべる。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡 機 能
へいこうきのう

 

66 バス
ばす

の運 転 手
うんてんしゅ

に差別
さべつ

された。「あなたは運 転 手
うんてんしゅ

辞
や
めたら？」と

言
い
ってやった。 

  

67 駅
えき

員
いん
から「また酒

さけ
を飲
の
んできたか」と何

なん
回
かい
も言
い
われた。   

68 地下鉄
ちかてつ

などを介 助
かいじょ

ヘルパー
へるぱー

に付
つ
かせてもらっている時

とき
、利用者
りようしゃ

の方
かた

に先
さき

に話
はな

し（行
い
き先
さき

など）を聞
き
かずに、僕

ぼく
に駅 員
えきいん

が話
はな

し

かけてきた。 

  

69 バス
ばす

の中
なか
で 隣
となり

に 障 害 者
しょうがいしゃ

がよると席
せき
を立
た
つ。   
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70 バス
ばす

の中
なか

で大
おお

きな声
こえ

でお 客
きゃく

さんに地下鉄
ちかてつ

に乗
の
ったらいいじゃ

ないかと言
い
われた。 

  

71 駅 員
えきいん

さんが「どこ行
い
く」などいちいち聞

き
いてくる。   

72 車
くるま

いすに人
ひと
が座
すわ
っているのに「何 人

なんにん
」ではなく「何 台

なんだい
と数
かぞ

える」（地下鉄
ちかてつ

の駅 員
えきいん

） 

  

73 バス
ば す

停
てい

で一 番 前
いちばんまえ

で待
ま
っていたが、他

ほか
の人
ひと
が先
さき
に乗
の
って満 車

まんしゃ

になってしまい、車椅子
くるまいす

の乗
の
るスペース
すぺーす

が無
な
くなった。 

 肢体
したい

 

74 タクシー
たくしー

の運 転 手
うんてんしゅ

から 障 害
しょうがい

者
しゃ

手 帳
てちょう

について詳
くわ

しく聞
き
か

れた。 

 精 神
せいしん

 

75 障 害
しょうがい

者 用
しゃよう

の 駐
ちゅう

車
しゃ

スペース
すぺーす

に 車
くるま

を止
と
めた 職

しょく
員
いん

に対
たい

して 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

者
しゃ
が注 意
ちゅうい

喚起
かんき

したところ、口 論
こうろん

となった。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

(支援者
しえんしゃ

) 

76 タクシー
たくしー

乗 車
じょうしゃ

の際
さい
、手 帳
てちょう

を見
み
せた途端

とたん
 運 転 手
うんてんしゅ

の態度
たいど

・

口 調
くちょう

が変
か
わり、あからさまに対 応

たいおう
が違
ちが
う。 

障 害
しょうがい

者
しゃ
を理解
りかい

するための 学 習
がくしゅう

を積
つ
ん

で欲
ほ
しい。 

 

77 電 車
でんしゃ

の中
なか

で自 閉 症
じへいしょう

と思
おも

われる青 年
せいねん

が 乗 車
じょうしゃ

したら、

周 囲
しゅうい

の人
ひと
が慌
あわ
ててよけた。 

小 学 校
しょうがっこう

からの 教 育
きょういく

の中
なか
で、きちんと

障 害
しょうがい

の理解
りかい

ができるようにしていく。 

知的
ちてき

(支援者
しえんしゃ

) 

78 車椅子
くるまいす

専 用
せんよう

のスロープ
すろーぷ

をお願
ねが

いしたところ、駅
えき

員
いん

の態
たい

度
ど
が

非
ひ
常

じょう
に悪
わる
かった。 

電 車
でんしゃ

の 職 員
しょくいん

の指導
しどう

の徹 底
てってい

を！ 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

79 点字
てんじ

ブロック
ぶろっく

設置
せっち

場所
ばしょ

に 平
へい

然
ぜん

と 駐 車
ちゅうしゃ

している自転車
じてんしゃ

が  視覚
しかく
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多
おお

く見
み
られる。 

80 電 車
でんしゃ

の座席
ざせき

で本 人
ほんにん

と座
すわ
ると、 乗 客

じょうきゃく
が距離
きょり

をあけて座
すわ
り

近
ちか

寄
よ
らない雰

ふん
囲
い
気
き
があった。 

 知的
ちてき

（支援者
しえんしゃ

） 

81 駅
えき

の改札機
かいさつき

でキップ
きっぷ

を入
い
れたあと「こども」が表 示

ひょうじ
されるので、

他
ほか

の人
ひと

達
たち
が変
へん
に思
おも
う。「 障

しょう
」とかがいいと思

おも
う。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

82 点字
てんじ

ブロック
ぶろっく

設置
せっち

場所
ばしょ

に平
へい

然
ぜん

と 車
くるま

を 駐
ちゅう

車
しゃ

しているのが

目立
めだ

つ。 

 視覚
しかく

 

83 精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に 入 院
にゅういん

している知人
ちじん

に会
あ
うためにタクシー

たくしー
に

乗
の
って行

い
き先
さき
を言
い
ったら、じろじろ見

み
られ「 病 院

びょういん
じゃなくて、その

近
ちか

くに行
い
くんですよね。」と言

い
われた。 

  

84 ノンステップ
のんすてっぷ

バス
ばす

で、 乗 客
じょうきゃく

に『なんで、 車
くるま

イス
いす

で乗
の
るのん！

狭
せま

いのに』『時間
じかん

かかるなぁ！早
は
よ出来
でき

ひんのか！』など言われた。 

 雨
あめ

の時
とき
はカッパ
かっぱ

を着
き
るので、他

ほか
の 客
きゃく

に迷 惑
めいわく

をかけないよう、

出
で
かけるのを止

や
めるか、バス

ばす
に乗
の
らずに歩道

ほどう
を 車
くるま

イス
いす

で行
い
く。 

 肢体
したい

 

（本
ほん

人
にん
と家族
かぞく

） 

85  エレベーター
え れ べ ー た ー

に乗
の

りづらかったり、乗
の

れなかったり、遠 慮
えんりょ

すること

が多
おお

い。 車
くるま

イス
いす

用
よう

のエレベーター
えれべーたー

には 鏡
かがみ

が付
つ
いているのに、そ

の 鏡
かがみ

を活 用
かつよう

できないことも多
おお
い。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

86 もっと歩道
ほどう

を広
ひろ
く、 車

くるま
イス
いす

が通
とお

れるように整備
せいび

してほしい。 自転車
じてんしゃ

の整備
せいび

 肢体
したい

（支援者
しえんしゃ

） 
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87 通 常
つうじょう

の人
ひと

より足
あし
が悪
わる
く、全

ぜん
盲
もう

に近
ちか
い視
し
力

りょく
で杖
つえ
を利用
りよう

し

ているが、ホーム
ほーむ

や階 段
かいだん

で通 行 人
つうこうにん

から故意
こい

に肩
かた

をぶつけられた

り、また、故意
こい

としか思
おも
えないぐらいの 力

ちから
で足
あし
を踏
ふ
まれる。 

 視覚
しかく

（友人） 

88 バス
ばす

停
てい
で待
ま
っている時

とき
、ジロジロ
じろじろ

とながめられる。ヘルパー
へるぱー

さんと

一 緒
いっしょ

の時
とき
も同
おな
じことが有

あ
る。 

 知的
ちてき

（家族
かぞく

） 

89 難 聴 者
なんちょうしゃ

と肢体
したい

・視覚
しかく

障
しょう

がい 者
しゃ

が 外 出
がいしゅつ

すると、 駅
えき

係 員
かかりいん

や店 員
てんいん

など、歩
ある

いている 難 聴 者
なんちょうしゃ

に 必
かなら

ず尋
たず

ねる。

渡
わた

り板
いた
の有
う
無
む
や 商
しょう

品
ひん
の有
う
無
む
・購
こう

入
にゅう

は肢体
したい

の 私
わたし

が必 要
ひつよう

と

するのに、 私
わたし

に尋
たず
ねることはまず無

な
い。 

 視覚
しかく

 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

 


